
「4－2　自然環境・美しい景観の保全」に関する意見対応一覧表

委員からの意見 対応・質問に対する回答
改善すべき点、新

規のご提案等

生態系の保護に関し、特に水環境について、魚類の住
処が河川整備によりなくなる問題がある。それらの保
全を行いつつ、より琵琶湖や川と親しめる環境づくり
を行っていくことが必要である。

・取組方針①の主な取組として「市民との
協働による環境保全活動」を記載しまし
た。
・環境基本計画において「里山から琵琶湖
へつながる自然環境づくり」を基本目標と
して推進しています。

子どもたちだけでなく、大人も含め、自然に親しみ遊
ぶことのできる場所があまりない。現在はボランティ
アによってそのような場が保全されているが、今後も
継続できるのか懸念している。

・取組方針①の主な取組として「市民との
協働による環境保全活動」を記載しまし
た。
・環境基本計画において「環境学習の推進
による市民活動の促進」を基本目標として
推進しています。

エネルギーをつくるよりは、使う量を減らすのが良い
のかもしれない。

・取組方針①の主な取組として「省エネル
ギーの推進」を記載しました。
・環境基本計画において「循環型社会・低
炭素社会づくり」を基本目標として推進し
ています。

野洲市のＣＯ2の削減目標は、県の掲げている削減率
と整合を図らなければならない。野洲でその削減率を
達成できるのか検討する必要はあるが、ＣＯ2の削減
を市民までつなげるような目標設定が必要である。

・野洲市環境基本計画は、国の環境基本計
画、県の環境総合計画の方向性を反映し策
定しています。
・温室効果ガスの排出量は、様々な外的要
因の影響を大きく受けるので、野洲市とし
て取り組めることを着実に実施していきま
す。

2050年までに世界の平均気温上昇を産業革命以前から
２℃未満に抑え、加えて1.5℃未満に抑える努力を追
求することがパリ協定における国際的な目標である。
2050 年にトータルでプラスマイナスゼロエミッショ
ンを実現するという目標の達成に向けて、これからの
５年、10 年を考える必要がある。

・温室効果ガスの排出量は、様々な外的要
因の影響を大きく受けるので、野洲市とし
て取り組めることを着実に実施していきま
す。

2050年頃には核融合発電が実用化されているという予
想もある。核融合発電であれば、今の原子力発電と異
なり、有事には発電が止まるだけで危険性は低いた
め、例えばそのようなものを誘致するという案を入れ
ても良いかもしれない。

・新エネルギーについては、技術革新の動
向を注視し、有効なものは積極的に取り入
れたいと思います。

街並みの景観が優れていると感じる市民の割合が低い
のは、街並み保全の事業等何もしていないからではな
いか。具体的に、景観ではこういう事業をしていると
いうことをアピールする必要がある。

・取組方針②に、市民や事業者との景観に
関する認識の共有について記載しました。

野洲市景観計画において北口も重点地区に検討しては
どうか。マンション建設が進む中、景観保全について
懸念している。
景観において、野洲駅南口は三上山、北口は琵琶湖が
重要なテーマかもしれない。

・今後も北口については一般地区の対象地
域として、周辺との調和に配慮した景観形
成を図っていきます。
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委員からの意見 対応・質問に対する回答
改善すべき点、新

規のご提案等

人口減少が見込まれる中、より多くの人に野洲に住ん
でもらうためには、既存の街並み景観を保全するだけ
でなく、野洲に住みたくなるような景観づくりを目指
すアプローチが必要ではないか。10 年、20 年、30
年先の野洲市全体の景観に関するイメージはできてい
るか。

・野洲市全体の景観のイメージについて
は、景観計画において位置づけを行ってお
り、総合計画でもその趣旨を踏まえて景観
保全を位置づけていきます。

作った公園の維持管理はどうするのか。既存の公園だ
けでも地元自治会では維持が難しい。

・取組方針③の主な取組として「市民との
協働による公園管理と担い手の確保」を記
載しました。

老若男女の住民が集えるような、芝生があり、緑豊か
で、ベンチがあって、ちょっとした森も近くにあるよ
うな大きな公園ができたら良い。

・取組方針③として「都市公園の整備・維
持管理の充実」を記載しました。
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